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1 ニュースレター第9号（年1回発行）
発行：  2017 年 6 月　　13,000 部
内容：  ・センター長挨拶 「保健医療福祉の基幹大学としての地域連携に向けて」
　　　・地域と歩む研究紹介  「生活者の視点で療養環境をデザインしよう！」
 「災害時に住民同士が救護活動を主体的におこなうための地域づくり」
 「小学生から始められる対話型・発見型の人権啓発研修を目指して」
 「部活動による傷害から高校生の心身を守る」
　　　・保健医療福祉団体の委員等派遣状況、研究支援実施状況
　　　・2017 年度公開講座のご案内
　　　・2017 年度地域貢献事業研究費　採択研究一覧
配布先：実習施設、就職施設、聖隷グル プー、卒業生、同系他大学、臨床教授等、市内図書館・協働センター など
2 チラシ制作
1.	公開講座の案内
種類 講座タイトル
公開講座
介護福祉実践とスピリチュアルケア
～介護福祉の奥深さ、幅広さ、魅力を再発見する～
公開講座 「がんとともに、その人らしく生きる」を支える
公開 web 講座 加齢と自動車運転
2.	2017年度地域貢献事業研究報告会の案内
3 専任教員が大会長等になっている学術大会等への協力・後援
学術大会等 大会長等 日程
2017じゃんだらにぃwith あ～とde 
い～ら
大場 義貴 社会福祉学部准教授 2017 年 6 月 24 日
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4 ホームページの更新
URL: https://www.seirei.ac.jp/healthscience/
大学ホームページ（https://www.seirei.ac.jp/）⇒ 社会との連携 ⇒ 保健福祉実践開発研究センターからリンク
しています。
1.	更新ページ
・トップページのデザイン
・地域貢献事業研究
　2017 年度地域貢献事業研究費採択課題一覧を掲載
・公開セミナー・公開講座
　2017 年度公開講座案内を掲載、インタ ネーット申込フォーム
・講師・委員等の派遣
　2017 年度の講師・委員等の派遣実績を掲載
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2.	当センターへの問い合わせ方法
ホームページに問い合わせフォームを設置していますので、ぜひご活用ください。
URL：http://blg.seirei.ac.jp/healthscience/form.html
電話でのお問い合わせ先：053-439-1400（大学代表）
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　「地域と歩む」をキーワードに、保健医療福祉の実践現場との共同研究・共同事業、地域の専門職向けの研修や一般市民
の方々への学習機会の提供、地域の自治体や専門分野に関わる団体への協力、地域に開かれた相談窓口等を通して、地域の
保健医療福祉のさらなる質の向上に寄与するための活動に取り組んでいます。
保健医療福祉の基幹大学としての地域連携に向けて
大場 義貴聖隷クリストファー大学保健福祉実践開発研究センター長社会福祉学部社会福祉学科准教授
　聖隷クリストファー大学では、建学の精神である「生命の尊厳と隣人愛」に基づき、保健医療福祉の総合大学と
して人材育成を行っています。本センターは、新学長のリーダーシップの下、2017～2021年度までの中期目標を
「人々の幸福と健康及び地域の保健医療福祉の発展に貢献するため、地域の保健医療福祉の基幹大学としての自治
体等の地域社会・施設等との連携体制を作り、地域での教育・研究・実践を推進する」とし、今年度は、１）「（仮）
聖隷クリストファー保健医療福祉市民大学」開講準備　２）自治体政策会議への参画準備　３）東京パラリンピッ
クへの参画の検討　を重点計画として取り組みます。また、引き続き、公開講座や地域貢献事業研究の実施、自治
体の委員受託や保健医療福祉機関等への人材育成支援（出張セミナー・出前講座等）を行っていきます。
　是非皆様に、本センターの諸活動をご理解・ご活用頂き、益々発展させて参りたいと思いますので、よろしくお
願いいたします。
　当センターでは市民の方を対象とした講座を開催しています。
詳細は大学ホームページに順次掲載します。インターネットから、
またはFAXでお申し込みください。多くの皆様方のご参加をお
待ちしております。
2017年7月29日（土）13：00～15：00
佐々木炎氏（NPO法人ホッとスペース中原代表理事、主任介護支援専門員、牧師）
一般の方、学生、福祉の専門職の方
100名
聖隷クリストファー大学
　本学周辺地域の保健医療福祉分野に貢献する事業研究を対象として『地域貢献事業研究費』を配分しています。
2017年度は、2017年2月に公募、4月に審査を行い、2件が採択されました。
2017年度地域貢献事業研究費 採択一覧
研究課題名 研究代表者 対象地域
重症心身障害者や幼児教育現場における芸術療育
・療法の実践事例研究
ことばの教室担当教諭への専門的研修が指導に与える効果
鈴木光男
⎛ ⎞
⎝ ⎠
柴本 勇
⎛ ⎞
⎝ ⎠
社会福祉学部
こども教育福祉学科教授
リハビリテーション学部
言語聴覚学科教授
浜松市・磐田市を中心とした
静岡県西部地域
浜松市
テ ー マ
日　　時
講　　師
対　　象
定　　員
場　　所
インターネットからの参加申込み
FAXからの参加申込み
大学ホームページ 保健福祉実践開発研究センター 公開セミナー ・ 市民公開講座
http://www.seirei.ac.jp/ 画面の案内に従って必要情報を入力後、
送信してください。
FAX:053-439-1406 氏名（フリガナ）・住所・電話番号・FAX番号・職業（勤務先）・申込講座名をお知らせください。
※詳細は保健福祉実践開発研究センターのホームページで
　ご案内いたします。
2016年度報告会の様子
保健福祉実践開発研究センターとは
介護福祉実践とスピリチュアルケア ～介護福祉の奥深さ、幅広さ、魅力を再発見する～
2017年11月18日（土）13：30～15：30
本学看護学部 准教授 井上菜穂美
大木純子氏（聖隷三方原病院 がん看護専門看護師）
島田綾子氏（聖隷浜松病院 社会福祉士）
木村幸子氏（訪問看護ステーション三方原 緩和ケア認定看護師）
一般の方
100名
聖隷クリストファー大学
テ ー マ
日　　時
講　　師
シンポジスト
対　　象
定　　員
場　　所
「がんとともに、その人らしく生きる」を支える
2017年8月から順次公開予定
本学リハビリテーション学部 教授 佐藤順子、准教授 吉本好延、助教 建木健
一般の方
聖隷クリストファー大学ホームページ上にて公開
テ ー マ
日　　時
講　　師
対　　象
場　　所
老化と自動車運転（Web公開講座）
社会との連携
　2016年度に地域貢献事業研究費の採択を受けた事業研
究4件のポスター発表を下記の通り開催します。聖灯祭・
ホームカミングデーと同日開催です。ぜひお立ち寄りく
ださい。
日 時
場 所
2017年11月4日（土）10：00～15：00（予定）
聖隷クリストファー大学
地域貢献事業研究費2017年度報告会のご案内
●お知らせ●●目　次●
保健福祉実践開発研究センター長挨拶
“地域と歩む”地域貢献事業研究の紹介
　●『生活者の視点で療養環境を
　　　デザインしよう！』
　●『災害時に住民同士が救護活動を
　　　主体的におこなうための地域づくり』
　●『小学生から始められる対話型・発見型
　　　の人権啓発研修を目指して』
　●『部活動による傷害から高校生の
　　　心身を守る』
保健医療福祉団体の委員等派遣状況、
　　　　　　　　　　　　研究支援実施状況
2017年度公開講座のご案内／
　2017年度地域貢献事業研究費採択一覧
◆
◆
◆
◆
【地域と歩む】保健福祉実践開発研究センター ニュースレター 第 9 号
聖隷クリストファー大学
保健福祉実践開発研究センター
発行 〒433-8558　静岡県浜松市北区三方原町3453
TEL:053-439-1400　FAX:053-439-1406　Eメール:health-science@seirei.ac.jp
公開講座のご案内
2017年度
04 01
Community-Based Practice and Research Center for Health and Welfare
聖隷クリストファー大学
保健福祉実践開発研究センター
2017.6
Vol.09News letterニュースレター
地 域 と 歩 む
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地域貢献事業研究の紹介
News Letter No.9
地 域 と 歩 む
　病院の中の環境は、治療を優先したデザインなのが現状です。例えば、心筋梗塞などの患者さんが行なう「心臓リハビリ」を
実施するうえで必要な廊下の距離表示は、床に距離を示す数字が小さく貼られていますが、患者さんにとって達成感や温かみ
を感じるものではありません。私達は、デザイン分野の学問的な知識を用いてさまざまな課題に取り組む「デザイン思考」を活
用して、廊下の距離表示をより合理的、魅力的にデザインしたいと考えました。
　2017年3月、看護師、看護学部やデザイン学部の教員・学生、プロダクトデザイナーを
集めてワークショップを開催しました。ブレインストーミングの手法を用いて22件のアイ
デアが創造されました。写真がその一例です。
　療養環境に求められるのは、単に治療を行なうための合理性からデザインするのではなく、
患者の生活者の視点からみた合理性を備えるべきだと思います。患者さんが温かみや励まし
や達成感を感じることができる療養環境を、これからも追求していきたいと思います。
講師の派遣依頼は、保健福祉実践開発研究センターホームページの専用フォームをご利用ください。
『生活者の視点で療養環境をデザインしよう！』
看護学部看護学科　准教授 炭谷 正太郎研究代表者
◆ 共同研究者：［分担者］渡邊 真智子（聖隷三方原病院）
◆ 対 象 地 域：総合病院聖隷三方原病院　高度救命救急センター
　近年大規模な自然災害（地震、水害、津波など）や、放射線災害など従来になかった災害の発生により、自治体は平時のよう
な厳格な組織体制を保つことができない事態に陥る場合も生じています。大震災が起きた時に、住民組織がどのように動いて
いけば、災害直後の混乱を乗り越えられるのか、このような災害発生時にこそ、住民同士が救護活動を主体的に行うことがで
きるような、近隣住民同士の助け合いの精神（ソーシャルキャピタル）が必要です。
　そこで第1部では、東日本大震災発直後の混乱期に、南相馬市立総合病院で救命医療をおこなった太田圭祐医師の実体験を
伺う講演会(参加者116名)を開催し、第2部では、住民自ら災害発
生時の支援活動について考え、どのように共同していくことができる
か、『減災対策の井戸端会議』を開催しました。井戸端会議には、自主
防災会や日赤奉仕団など、減災活動に関心のある住民26人（男性15
人、女性11人）が参加し、自分達に‘今できること’を考えました。
『災害時に住民同士が救護活動を主体的におこなうための地域づくり』
看護学部看護学科　助教 若杉 早苗研究代表者
◆ 共同研究者：［分担者］川村佐和子（聖隷クリストファー大学）、鈴木知代（聖隷クリストファー大学）、
仲村秀子（聖隷クリストファー大学）、伊藤純子（聖隷クリストファー大学）
［協力者］古川馨子（牧之原市）、山口舞（牧之原市）、鈴木郁美（牧之原市）
◆ 対 象 地 域：牧之原市
本学の教員は、保健医療福祉の専門分野の委員等として地域に貢献しています。
http://www.seirei.ac.jp/
大学ホームページ 保健福祉実践開発研究センター社会との連携 講師・委員等の派遣
　当センターでは、本学周辺地域の保健医療福祉分野に貢献する事業研究を対象として「地域貢献事業研究費」
を配分しています。2016年度に採択された4件の研究をご紹介します。
静岡県福祉サービス第三者評価推進委員会　委員
静岡県精神保健福祉士協会　養成校連絡会　委員
浜松市母子保健推進会議　委員
浜松市住宅管理運営委員会　委員
浜松市建築審議会　委員
浜松市住生活基本計画見直しに係る有識者会議　委員
浜松市高齢者虐待防止支援事業　アドバイザー
浜松市障害者虐待防止対策支援事業　アドバイザー
浜松市発達障害児者支援推進会議　委員
浜松市教育委員会　浜松市就学支援委員会　委員
浜松市社会福祉協議会のあり方検討委員会　委員
浜松市社会福祉協議会　浜松市社会福祉人材バンク運営委員会　委員
浜松市社会福祉協議会　コミュニティワーカー情報交換会　アドバイザー
浜松市社会福祉協議会　事務事業評価　外部評価委員会　アドバイザー
浜松市精神保健福祉センター　思春期メンタルヘルス推進会議　推進委員
浜松市精神保健福祉センター　浜松市ひきこもり地域支援センター企画検討委員会　委員
浜松地域若年者就労支援推進協議会　委員
浜松市青少年育成センター　浜松市子ども・若者支援スーパーバイザー
浜松市社会福祉審議会　委員
浜松市社会福祉審議会　児童福祉専門分科会　委員
浜松市精神保健福祉審議会　委員
磐田中部小学校学校運営協議会　委員
公益社団法人静岡県看護協会　まちの保健室　相談員
社会福祉法人聖隷福祉事業団　聖隷三方原病院　治験審査委員会　外部委員
第20回静岡県理学療法士学会　座長
静岡県言語・聴覚・発達障害教育研究会　県西部地区幼稚園・保育園担当者対象講習会　講師
静岡県看護協会　研修会　講師
社会福祉法人ひかりの園浜松市根洗学園　療育との専門的連携について 療育研究　講師
聖隷福祉事業団聖隷保育学会　講師
静岡県私立幼稚園振興協会　教育研究講座　講師
静岡県社会福祉士会　実践研究セミナー　講師
保健医療福祉団体の委員等派遣状況（2016年度）
研究支援実施状況（2016年度）社会福祉法人聖隷福祉事業団　認定看護管理者教育運営委員会　委員社会福祉法人聖隷福祉事業団　特別養護老人ホーム和合愛光園　地域密着
介護老人福祉施設運営推進会議　委員
社会福祉法人みどりの樹　法人評議員
社会福祉法人七恵会　法人評議員
社会福祉法人昴会　監事
社会福祉法人和光会　第三者委員
社会福祉法人ひかりの園浜松市根洗学園　からだあそび教室　スーパーバイザー
社会福祉法人慶成会　運営推進会議　委員
社会福祉法人遠江学園　評議員
※2017年1月12日に開催した講演会については、牧之原市のHPでも紹介されています。
http://www.city.makinohara.shizuoka.jp/bg/kosodate_kyoiku/post-219.html
　2015年度には、地域貢献事業研究費助成研究にて、障害平等研修（Disability Equality Training：DET）を浜松
市内で行うことができました。DETは、イギリスで誕生した「障害の社会モデル」の考え方を一般市民に教育する
ための研修であり、差別解消法の推進、障害当事者がファシリテーターである、対話型・発見型学習、という3点が
特徴です。
　今年度は、DETの内容を社会福祉協議会が行う小学生向けの福祉出前講座で行うためのプログラム開発の検討
を目的としました。上記メンバーと、実際にDETを小学生向けに行った障害当事者にも参加してもらい、福祉出前
講座を活用し、DETの内容を小学生に向けて行う際の配慮点などの検討を行いました。実施時間、内容構成、使
用する教材、小学生とのコミュニケーション方法などが検討課題となりました。
　2017年3月には浜松市内の小学生に対して出来上がったプログラムを、研究分担者の笠原と大川がファシリ
テーターとなり実施し、概ね研修の目的を達成できました。しかし、通常のDETでは少数派（障害者）と多数派（健
常者）が逆転した社会を描いたビデオを上映しますが、今回はそれを行わなかったため、障害問題を自分の事と
して捉える視点の育成に至らなかった点は改善が必要です。今後、教材開発の工夫が必要であると考えます。
『小学生から始められる対話型・発見型の人権啓発研修を目指して』
リハビリテーション学部作業療法学科　教授 田島 明子研究代表者
◆ 共同研究者：［分担者］中谷高久（浜松市社会福祉協議会）、楠目昌弘（障害平等研修フォーラム）、
高橋祥二（浜松市教育委員会）、笠原賢二（CIL コネクト）、
大川速巳（静岡県障がい者自立生活センター）
◆ 対 象 地 域：浜松市
　高校生の部活動は心身を鍛える場で今後の人生に強く影響します。しかし、心と身体のメンテナンスは日頃不十分で、多く
の高校生が傷害を抱え、痛みを感じています。部活動での痛みは、競技パフォーマンスを低下させ、代償動作を無意識に強い
られ新たな傷害を招きます。高校生が心身の痛みを感じずに部活動に励むには、スポーツ種目の運動特性を知り、適切なスト
レッチングや筋力トレーニングをする必要があります。さらに近年注目される痛み教育を受講し、適切な心身のメンテナンス
を日々実施することです。
　今回、運動部に所属する高校生を対象に、部活動による傷害から心身を守るため、理学療法学科の学生と教員が協力し、痛
み教育、身体測定、治療の実施、アドバイスを高校生一人ひとりに、年間
を通して行いました。サポート後、高校生は身体の柔軟性が向上し、正し
い痛みの捉え方から心身を日々メンテナンスする大切さを学び、運動パ
フォーマンス向上と痛みの改善に至りました。
　今後は、競技パフォーマンスを上げるためのトレーニングをプログラム
に加え、さらなる競技力向上を目指した心身のサポートを行う予定です。
『部活動による傷害から高校生の心身を守る』
リハビリテーション学部理学療法学科　准教授 金原 一宏研究代表者
◆ 共同研究者：［分担者］根地嶋誠（聖隷クリストファー大学）、有薗信一（聖隷クリストファー大学）、
吉本好延（聖隷クリストファー大学）、田中真希（聖隷クリストファー大学）、
坂本飛鳥（聖隷クリストファー大学）
◆ 対 象 地 域：浜松市、豊橋市
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地域貢献事業研究の紹介
News Letter No.9
地 域 と 歩 む
　病院の中の環境は、治療を優先したデザインなのが現状です。例えば、心筋梗塞などの患者さんが行なう「心臓リハビリ」を
実施するうえで必要な廊下の距離表示は、床に距離を示す数字が小さく貼られていますが、患者さんにとって達成感や温かみ
を感じるものではありません。私達は、デザイン分野の学問的な知識を用いてさまざまな課題に取り組む「デザイン思考」を活
用して、廊下の距離表示をより合理的、魅力的にデザインしたいと考えました。
　2017年3月、看護師、看護学部やデザイン学部の教員・学生、プロダクトデザイナーを
集めてワークショップを開催しました。ブレインストーミングの手法を用いて22件のアイ
デアが創造されました。写真がその一例です。
　療養環境に求められるのは、単に治療を行なうための合理性からデザインするのではなく、
患者の生活者の視点からみた合理性を備えるべきだと思います。患者さんが温かみや励まし
や達成感を感じることができる療養環境を、これからも追求していきたいと思います。
講師の派遣依頼は、保健福祉実践開発研究センターホームページの専用フォームをご利用ください。
『生活者の視点で療養環境をデザインしよう！』
看護学部看護学科　准教授 炭谷 正太郎研究代表者
◆ 共同研究者：［分担者］渡邊 真智子（聖隷三方原病院）
◆ 対 象 地 域：総合病院聖隷三方原病院　高度救命救急センター
　近年大規模な自然災害（地震、水害、津波など）や、放射線災害など従来になかった災害の発生により、自治体は平時のよう
な厳格な組織体制を保つことができない事態に陥る場合も生じています。大震災が起きた時に、住民組織がどのように動いて
いけば、災害直後の混乱を乗り越えられるのか、このような災害発生時にこそ、住民同士が救護活動を主体的に行うことがで
きるような、近隣住民同士の助け合いの精神（ソーシャルキャピタル）が必要です。
　そこで第1部では、東日本大震災発直後の混乱期に、南相馬市立総合病院で救命医療をおこなった太田圭祐医師の実体験を
伺う講演会(参加者116名)を開催し、第2部では、住民自ら災害発
生時の支援活動について考え、どのように共同していくことができる
か、『減災対策の井戸端会議』を開催しました。井戸端会議には、自主
防災会や日赤奉仕団など、減災活動に関心のある住民26人（男性15
人、女性11人）が参加し、自分達に‘今できること’を考えました。
『災害時に住民同士が救護活動を主体的におこなうための地域づくり』
看護学部看護学科　助教 若杉 早苗研究代表者
◆ 共同研究者：［分担者］川村佐和子（聖隷クリストファー大学）、鈴木知代（聖隷クリストファー大学）、
仲村秀子（聖隷クリストファー大学）、伊藤純子（聖隷クリストファー大学）
［協力者］古川馨子（牧之原市）、山口舞（牧之原市）、鈴木郁美（牧之原市）
◆ 対 象 地 域：牧之原市
本学の教員は、保健医療福祉の専門分野の委員等として地域に貢献しています。
http://www.seirei.ac.jp/
大学ホームページ 保健福祉実践開発研究センター社会との連携 講師・委員等の派遣
　当センターでは、本学周辺地域の保健医療福祉分野に貢献する事業研究を対象として「地域貢献事業研究費」
を配分しています。2016年度に採択された4件の研究をご紹介します。
静岡県福祉サービス第三者評価推進委員会　委員
静岡県精神保健福祉士協会　養成校連絡会　委員
浜松市母子保健推進会議　委員
浜松市住宅管理運営委員会　委員
浜松市建築審議会　委員
浜松市住生活基本計画見直しに係る有識者会議　委員
浜松市高齢者虐待防止支援事業　アドバイザー
浜松市障害者虐待防止対策支援事業　アドバイザー
浜松市発達障害児者支援推進会議　委員
浜松市教育委員会　浜松市就学支援委員会　委員
浜松市社会福祉協議会のあり方検討委員会　委員
浜松市社会福祉協議会　浜松市社会福祉人材バンク運営委員会　委員
浜松市社会福祉協議会　コミュニティワーカー情報交換会　アドバイザー
浜松市社会福祉協議会　事務事業評価　外部評価委員会　アドバイザー
浜松市精神保健福祉センター　思春期メンタルヘルス推進会議　推進委員
浜松市精神保健福祉センター　浜松市ひきこもり地域支援センター企画検討委員会　委員
浜松地域若年者就労支援推進協議会　委員
浜松市青少年育成センター　浜松市子ども・若者支援スーパーバイザー
浜松市社会福祉審議会　委員
浜松市社会福祉審議会　児童福祉専門分科会　委員
浜松市精神保健福祉審議会　委員
磐田中部小学校学校運営協議会　委員
公益社団法人静岡県看護協会　まちの保健室　相談員
社会福祉法人聖隷福祉事業団　聖隷三方原病院　治験審査委員会　外部委員
第20回静岡県理学療法士学会　座長
静岡県言語・聴覚・発達障害教育研究会　県西部地区幼稚園・保育園担当者対象講習会　講師
静岡県看護協会　研修会　講師
社会福祉法人ひかりの園浜松市根洗学園　療育との専門的連携について 療育研究　講師
聖隷福祉事業団聖隷保育学会　講師
静岡県私立幼稚園振興協会　教育研究講座　講師
静岡県社会福祉士会　実践研究セミナー　講師
保健医療福祉団体の委員等派遣状況（2016年度）
研究支援実施状況（2016年度）社会福祉法人聖隷福祉事業団　認定看護管理者教育運営委員会　委員社会福祉法人聖隷福祉事業団　特別養護老人ホーム和合愛光園　地域密着
介護老人福祉施設運営推進会議　委員
社会福祉法人みどりの樹　法人評議員
社会福祉法人七恵会　法人評議員
社会福祉法人昴会　監事
社会福祉法人和光会　第三者委員
社会福祉法人ひかりの園浜松市根洗学園　からだあそび教室　スーパーバイザー
社会福祉法人慶成会　運営推進会議　委員
社会福祉法人遠江学園　評議員
※2017年1月12日に開催した講演会については、牧之原市のHPでも紹介されています。
http://www.city.makinohara.shizuoka.jp/bg/kosodate_kyoiku/post-219.html
　2015年度には、地域貢献事業研究費助成研究にて、障害平等研修（Disability Equality Training：DET）を浜松
市内で行うことができました。DETは、イギリスで誕生した「障害の社会モデル」の考え方を一般市民に教育する
ための研修であり、差別解消法の推進、障害当事者がファシリテーターである、対話型・発見型学習、という3点が
特徴です。
　今年度は、DETの内容を社会福祉協議会が行う小学生向けの福祉出前講座で行うためのプログラム開発の検討
を目的としました。上記メンバーと、実際にDETを小学生向けに行った障害当事者にも参加してもらい、福祉出前
講座を活用し、DETの内容を小学生に向けて行う際の配慮点などの検討を行いました。実施時間、内容構成、使
用する教材、小学生とのコミュニケーション方法などが検討課題となりました。
　2017年3月には浜松市内の小学生に対して出来上がったプログラムを、研究分担者の笠原と大川がファシリ
テーターとなり実施し、概ね研修の目的を達成できました。しかし、通常のDETでは少数派（障害者）と多数派（健
常者）が逆転した社会を描いたビデオを上映しますが、今回はそれを行わなかったため、障害問題を自分の事と
して捉える視点の育成に至らなかった点は改善が必要です。今後、教材開発の工夫が必要であると考えます。
『小学生から始められる対話型・発見型の人権啓発研修を目指して』
リハビリテーション学部作業療法学科　教授 田島 明子研究代表者
◆ 共同研究者：［分担者］中谷高久（浜松市社会福祉協議会）、楠目昌弘（障害平等研修フォーラム）、
高橋祥二（浜松市教育委員会）、笠原賢二（CIL コネクト）、
大川速巳（静岡県障がい者自立生活センター）
◆ 対 象 地 域：浜松市
　高校生の部活動は心身を鍛える場で今後の人生に強く影響します。しかし、心と身体のメンテナンスは日頃不十分で、多く
の高校生が傷害を抱え、痛みを感じています。部活動での痛みは、競技パフォーマンスを低下させ、代償動作を無意識に強い
られ新たな傷害を招きます。高校生が心身の痛みを感じずに部活動に励むには、スポーツ種目の運動特性を知り、適切なスト
レッチングや筋力トレーニングをする必要があります。さらに近年注目される痛み教育を受講し、適切な心身のメンテナンス
を日々実施することです。
　今回、運動部に所属する高校生を対象に、部活動による傷害から心身を守るため、理学療法学科の学生と教員が協力し、痛
み教育、身体測定、治療の実施、アドバイスを高校生一人ひとりに、年間
を通して行いました。サポート後、高校生は身体の柔軟性が向上し、正し
い痛みの捉え方から心身を日々メンテナンスする大切さを学び、運動パ
フォーマンス向上と痛みの改善に至りました。
　今後は、競技パフォーマンスを上げるためのトレーニングをプログラム
に加え、さらなる競技力向上を目指した心身のサポートを行う予定です。
『部活動による傷害から高校生の心身を守る』
リハビリテーション学部理学療法学科　准教授 金原 一宏研究代表者
◆ 共同研究者：［分担者］根地嶋誠（聖隷クリストファー大学）、有薗信一（聖隷クリストファー大学）、
吉本好延（聖隷クリストファー大学）、田中真希（聖隷クリストファー大学）、
坂本飛鳥（聖隷クリストファー大学）
◆ 対 象 地 域：浜松市、豊橋市
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　「地域と歩む」をキーワードに、保健医療福祉の実践現場との共同研究・共同事業、地域の専門職向けの研修や一般市民
の方々への学習機会の提供、地域の自治体や専門分野に関わる団体への協力、地域に開かれた相談窓口等を通して、地域の
保健医療福祉のさらなる質の向上に寄与するための活動に取り組んでいます。
保健医療福祉の基幹大学としての地域連携に向けて
大場 義貴聖隷クリストファー大学保健福祉実践開発研究センター長社会福祉学部社会福祉学科准教授
　聖隷クリストファー大学では、建学の精神である「生命の尊厳と隣人愛」に基づき、保健医療福祉の総合大学と
して人材育成を行っています。本センターは、新学長のリーダーシップの下、2017～2021年度までの中期目標を
「人々の幸福と健康及び地域の保健医療福祉の発展に貢献するため、地域の保健医療福祉の基幹大学としての自治
体等の地域社会・施設等との連携体制を作り、地域での教育・研究・実践を推進する」とし、今年度は、１）「（仮）
聖隷クリストファー保健医療福祉市民大学」開講準備　２）自治体政策会議への参画準備　３）東京パラリンピッ
クへの参画の検討　を重点計画として取り組みます。また、引き続き、公開講座や地域貢献事業研究の実施、自治
体の委員受託や保健医療福祉機関等への人材育成支援（出張セミナー・出前講座等）を行っていきます。
　是非皆様に、本センターの諸活動をご理解・ご活用頂き、益々発展させて参りたいと思いますので、よろしくお
願いいたします。
　当センターでは市民の方を対象とした講座を開催しています。
詳細は大学ホームページに順次掲載します。インターネットから、
またはFAXでお申し込みください。多くの皆様方のご参加をお
待ちしております。
2017年7月29日（土）13：00～15：00
佐々木炎氏（NPO法人ホッとスペース中原代表理事、主任介護支援専門員、牧師）
一般の方、学生、福祉の専門職の方
100名
聖隷クリストファー大学
　本学周辺地域の保健医療福祉分野に貢献する事業研究を対象として『地域貢献事業研究費』を配分しています。
2017年度は、2017年2月に公募、4月に審査を行い、2件が採択されました。
2017年度地域貢献事業研究費 採択一覧
研究課題名 研究代表者 対象地域
重症心身障害者や幼児教育現場における芸術療育
・療法の実践事例研究
ことばの教室担当教諭への専門的研修が指導に与える効果
鈴木光男
⎛ ⎞
⎝ ⎠
柴本 勇
⎛ ⎞
⎝ ⎠
社会福祉学部
こども教育福祉学科教授
リハビリテーション学部
言語聴覚学科教授
浜松市・磐田市を中心とした
静岡県西部地域
浜松市
テ ー マ
日　　時
講　　師
対　　象
定　　員
場　　所
インターネットからの参加申込み
FAXからの参加申込み
大学ホームページ 保健福祉実践開発研究センター 公開セミナー ・ 市民公開講座
http://www.seirei.ac.jp/ 画面の案内に従って必要情報を入力後、
送信してください。
FAX:053-439-1406 氏名（フリガナ）・住所・電話番号・FAX番号・職業（勤務先）・申込講座名をお知らせください。
※詳細は保健福祉実践開発研究センターのホームページで
　ご案内いたします。
2016年度報告会の様子
保健福祉実践開発研究センターとは
介護福祉実践とスピリチュアルケア ～介護福祉の奥深さ、幅広さ、魅力を再発見する～
2017年11月18日（土）13：30～15：30
本学看護学部 准教授 井上菜穂美
大木純子氏（聖隷三方原病院 がん看護専門看護師）
島田綾子氏（聖隷浜松病院 社会福祉士）
木村幸子氏（訪問看護ステーション三方原 緩和ケア認定看護師）
一般の方
100名
聖隷クリストファー大学
テ ー マ
日　　時
講　　師
シンポジスト
対　　象
定　　員
場　　所
「がんとともに、その人らしく生きる」を支える
2017年8月から順次公開予定
本学リハビリテーション学部 教授 佐藤順子、准教授 吉本好延、助教 建木健
一般の方
聖隷クリストファー大学ホームページ上にて公開
テ ー マ
日　　時
講　　師
対　　象
場　　所
老化と自動車運転（Web公開講座）
社会との連携
　2016年度に地域貢献事業研究費の採択を受けた事業研
究4件のポスター発表を下記の通り開催します。聖灯祭・
ホームカミングデーと同日開催です。ぜひお立ち寄りく
ださい。
日 時
場 所
2017年11月4日（土）10：00～15：00（予定）
聖隷クリストファー大学
地域貢献事業研究費2017年度報告会のご案内
●お知らせ●●目　次●
保健福祉実践開発研究センター長挨拶
“地域と歩む”地域貢献事業研究の紹介
　●『生活者の視点で療養環境を
　　　デザインしよう！』
　●『災害時に住民同士が救護活動を
　　　主体的におこなうための地域づくり』
　●『小学生から始められる対話型・発見型
　　　の人権啓発研修を目指して』
　●『部活動による傷害から高校生の
　　　心身を守る』
保健医療福祉団体の委員等派遣状況、
　　　　　　　　　　　　研究支援実施状況
2017年度公開講座のご案内／
　2017年度地域貢献事業研究費採択一覧
◆
◆
◆
◆
【地域と歩む】保健福祉実践開発研究センター ニュースレター 第 9 号
聖隷クリストファー大学
保健福祉実践開発研究センター
発行 〒433-8558　静岡県浜松市北区三方原町3453
TEL:053-439-1400　FAX:053-439-1406　Eメール:health-science@seirei.ac.jp
公開講座のご案内
2017年度
04 01
Community-Based Practice and Research Center for Health and Welfare
聖隷クリストファー大学
保健福祉実践開発研究センター
2017.6
Vol.09News letterニュースレター
地 域 と 歩 む
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